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平成 26 年度 223AV 配信・百周年記念館ワーキンググループ業務報告 

 

223AV 配信・百周年記念館 WG メンバー 

佐藤 宇紘，友田 祐一，志田 賢二，大石 智博，吉岡 昌雄 

        山口 倫，田中 茂，笠村 啓司，坂本 武司，*清水 久雄  *WGリーダー 

 

本ワーキンググループでは工学部 2 号館において入部式や各種試験等において複数の教室を利用する際、

223 教室で行われる各種行事の映像および音声を他教室へ配信する業務および、工学部百周年記念館で開催

される学会や講演、シンポジウムにおける照明、音響、映像などの技術的サポートを業務としている。業務

の多くはシンポジウムや講演会が約半数を占め、百周年記念館はそれらのイベントの中心になり様々な大き

なイベントを成功させているものと考えられる。また、安全講習会や救命措置講習会など、普段の教育研究

業務において必要とされる講習会が開催され、教職員、学生ともに研究業務活動へ専念できる環境を作って

いる。 

26 年度の業務は 86 件。昨年を 14件上回る業務依頼となりました。近年は学会やシンポジウムなどによる

数日間拘束される業務や休日に開催される学外イベントも多くなっている一方、WG メンバーの普段の業務

は煩雑になっており、平日の連日業務に割り振るのも難しく、前年度のメンバーなどに協力を要請すること

もありました。ちなみに 86 件の業務に対応した技術職員は延べ*(1)
130回となりました。 

*(1)
 この回数には利用者との打ち合わせ等の回数は含みません。 

27 年度より百周年 WGには百周年業務を主に行う専任の職員がメンバーにおり、普段の業務を持つメンバ

ーからすれば対応業務は少なくなるものと思われる。しかし、専任とはいえこれほどの回数を打ち合わせ等

含めて行うとすれば相当な負担となります。今後は専任者の若干名増もしくは、利用者自身の機器操作の習

得を目指した講習会等の開催が必要になると考える。 

 

以下に平成 26年度依頼のあった業務の利用内容をグラフ化したものを記す。 
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